
令和８年度 さいたま市立馬宮中学校   家庭科 シラバス 1年 

技術・家庭科の目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の

見方・考え方を働かせ，生活や技術に関す

る実践的・体験的な活動を通して，よりよ

い生活の実現や持続可能な社会の構築に

向けて，生活を工夫し創造する資質・能力

を育成することを目指す。 

学習の特色 

・自分の成長と家族や家庭生活との関わりが分

かり、家族・家庭の基本的な機能について理解

するとともに、家族や地域の人々と協力・協働

して家庭生活を営む必要があることに気付くこ

とができる。 

・中学生の時期にある自分と家族の互いの立場

や役割を考え、協力することで家族関係をより

よくすることについて、事例を基に考える。 

・生活の中で食事が果たす役割について理解す

ることができる。 

・中学生に必要な栄養の特徴が分かり、健康に

よい食習慣について考え、工夫することができ

る。 

・栄養の種類と働きが分かり、食品の栄養的

な特質を理解する事ができる。 

・五大栄養素の種類と働きについて調べる。 

・中学生の１日に必要な食品の種類と概量が

わかる。 

・食品や調理用具の安全と衛生に留意して管

理について理解し、適切にできる。 

・健康などの視点から献立を考え、工夫する。 

・地域の食文化について理解することができ

る。 

・生鮮食品を観察したり、加工食品の表示を

調べる。 

・目的、栄養、価格、調理の能率、環境への影

響などの諸条件の視点から適切な選択につ

いて考える。 

・調味料や食材のはかり方、洗い方、切り方、

加熱方法、盛りつけ方について理解すること

ができる。 

・肉、魚、野菜の調理上の性質を知り、加熱調

理の仕方について理解し、基本的な日常食の

調理が適切にできる。 

評価の観点等  

評価の観点  

①知識・技能 

②思考・判断・表現 

③主体的に学習に取り組む態度 

①知識・技能 
〇自分の成長と家族や家庭生活との関わり

が分かり、家族について理解する。 

〇家庭の基本的な機能について理解する。 

理解している。 

〇中学生に必要な栄養の特徴が分かり、健 

康によい食習慣や栄養素の種類につい 

て理解している。 

〇１日分の献立作成の方法について理解し 

ている。 

〇地域の食文化について理解している。 

〇用途に応じた食品の選択について理解 

しているとしているとともに、適切にで 

きる。 

〇基礎的な日常食の調理が適切にできる。 

☆定期テスト、実技、課題、プリント 

②思考・判断・表現 
〇家族関係をよりよくする方法について 

考え、工夫している。 

〇自分の食習慣や献立について考え、改 

善、工夫している。 

〇地域の食文化について考え、工夫して 

いる。 

〇食品の選択や調理の仕方、調理計画に 

ついて、実践を評価したり、改善したりし 

ている。 

〇肉、魚、野菜の調理の仕方、調理計画に 

ついて考え、工夫している。 

☆定期テスト、課題、発表、プリント 

③主体的に学習に取り組む態度 
 〇家族との関りについて、課題の解決に主体 

的に取り組もうとしている。 

〇中学生の栄養の特徴について、課題解 

決に向けた一連の活動を振り返って改 

善しようとしている。 

〇よりよい食生活の実現に向けて課題の 

解決に主体的に取り組んだり、改善した 

りして、実践しようとしている。 

〇日常食の調理について、課題の解決に 

主体的に取り組もうとしている。 

 ☆自己評価カード、課題、発表、プリント 

評価規準：○ 評価方法：☆ 



 


